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４
月
か
ら
新
た
な

年
度
を
迎
え
て
、

毎
日
楽
し
く
業
務

に
取
り
組
め
て

い
ま
す
か
。
働
き

や
す
い
快
適
な
職

場
に
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
は
職
場
の
労
働
環
境

の
整
備
と
適
正
な
人
員
の
確
保

が
必
須
で
す
。
特
に
近
年
は
人

口
減
少
か
ら
労
働
者
不
足
で
、

日
本
全
体
を
見
渡
し
て
も
中
途

退
職
者
や
採
用
辞
退
者
が
増
大

し
て
お
り
、
社
会
現
象
と
化
し

て
い
ま
す
。
公
務
職
場
も
例
外

で
は
な
く
人
員
が
不
足
し
て
お

り
、
人
材
確
保
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定

年
年
齢
も
65
歳
に
引
き
上
が
っ

て
い
く
中
で
、
全
て
の
職
員
が

定
年
ま
で
安
全
で
安
心
し
て
働

き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
仕
事

を
つ
く
り
あ
げ
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
現

場
で
働
く
労
働
者
の
声
が
的
確

に
反
映
さ
れ
た
、
仕
事
の
あ
り

方
を
つ
く
る
こ
と
が
最
重
要
課

題
で
す
。
現
在
、
取
り
組
み
の

真
っ
た
だ
中
に
あ
る
「
人
員
確

保
闘
争
」
で
、
現
場
の
声
を
集

約
し
反
映
さ
せ
、
組
合
員
全
員

の
力
で
快
適
な
職
場
環
境
と
適

正
な
人
員
を
確
保
し
よ
う
。�
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６日　県本部第27回平和・人権・環境を考える集い
（ひょうご共済会館）

７日　県本部第41回保育を考えるつどい
（ひょうご共済会館）

13日　県本部第46回女子バレーボール大会（加東市内）
19日　県本部2026労働安全衛生集会（ひょうご共済会館）
20・24日　県本部第46回野球大会（洲本市内）

当面の日程

スパイ防止法

松本 真紀子

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

余
膳
正
幸
事
務
局
次
長
が
、

公
企
評
活
動
方
針
お
よ
び
26
現

業
・
公
企
統
一
闘
争
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
提
起
し
、
参
加
者

全
体
で
確
認
し
た
。引
き
続
き
、

水
道
・
下
水
道
合
同
で
事
前
ア

ン
ケ
ー
ト
を
活
用
し
た
交
流
会

を
行
っ
た
。

　

人
員
確
保
に
つ
い
て
は
、
職

員
の
出
身
大
学
へ
出
向
い
て
の

声
か
け
や
、
職
場
体
験
を
実
施

し
技
術
職
場
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

る
こ
と
が
話
さ
れ
た
。
伊
丹
水

労
か
ら
は
、
学
生
の
夏
休
み
中

に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
雇
い
職

場
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
取

り
組
み
を
組
合
か
ら
提
案
し
て

い
る
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

公
営
企
業
評
議
会
は
、
５
月

16
日
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
で
26

水
道
集
会
・
第
28
回
下
水
道
部

会
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
藤
田
直

樹
副
議
長
は
「
公
企
職
場
に
お

い
て
新
規
採
用
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
事
実
や
現
役
職
員
の
退

職
も
続
い
て
い
る
。
民
間
に
お

い
て
も
労
働
者
の
減
少
に
よ
り

夜
間
対
応
等
が
困
難
に
な
っ
て

き
て
い
る
た
め
、
県
公
企
部
局

と
の
交
渉
に
お
い
て
問
題
点
と

人
員
確
保
等
の
課
題
を
共
有
し

て
い
る
。
今
日
の
集
会
で
職
場

の
課
題
を
共
有
し
、
単
組
で
の

活
動
に
い
か
し
て
い
た
だ
き
た

態
な
ど
を
出
し
合
い
、
職
場
改

善
に
向
け
た
要
求
書
を
作
成
し
、

当
局
に
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
。

当
局
側
の
戎
副
委
員
長
と
北
池

書
記
長
か
ら
は
「
人
員
要
求
す

る
場
合
は
、
ど
う
い
っ
た
人
が

必
要
な
の
か
も
求
め
て
い
っ
た

方
が
い
い
。
育
児
や
介
護
の
制

度
が
充
実
す
る
一
方
、
年
休
取

得
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
き
っ

ち
り
年
休
も
取
得
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
」
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。

共
済
県
支
部
長
が
、
自
治
労
共

済
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

　

講
義
③
で
は
戎
剛
副
委
員
長

が
労
働
者
の
権
利
に
つ
い
て
、

説
明
し
、
組
合
に
結
集
し
声
を

あ
げ
、
権
利
を
行
使
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

　

参
加
者
は
５
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
価
値
観
カ
ー
ド
を

使
っ
た
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
で
親

近
感
を
深
め
た
の
ち
、
各
職
場

の
人
員
配
置
や
年
休
取
得
の
実

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

講
義
①
で
は
北
池
宏
光
書
記

長
が
、
労
働
組
合
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
労
働
基
準
法
な
ど
関

係
す
る
法
令
に
つ
い
て
説
明

し
、
労
使
対
等
の
原
則
な
ど
に

つ
い
て
学
習
し
た
。

　

講
義
②
で
は
労
働
者
自
主
福

祉
活
動
に
つ
い
て
、
石
井
希
佳

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
戎

剛
県
本
部
副
委
員
長
が
「
私
自

身
も
20
年
ほ
ど
前
に
労
働
学
校

を
受
講
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
と
き
の
経
験
が
単
組
運
動
の

強
化
に
繋
が
っ
た
。
学
ぶ
こ
と

の
大
切
さ
を
認
識
し
、
当
局
と

対
峙
で
き
る
よ
う
学
ん
で
ほ
し

　

県
本
部
は
、
若
年
層
や
単
組
青
年
女
性
部
の
幹
事
、
次
代

の
執
行
部
を
対
象
に
し
た
労
働
学
校
・
基
礎
編
を
５
月
16
日

に
姫
路
市
市
民
会
館
で
開
催
。
労
働
組
合
の
意
義
や
労
働
者

の
権
利
、
労
働
者
自
主
福
祉
活
動
に
つ
い
て
の
講
義
を
中
心

に
12
単
組
19
人
が
受
講
し
、
知
識
を
身
に
つ
け
た
。
ま
た
、

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
職
場
の
問
題
点
や
課
題
を
出
し
合
い
、

要
求
書
に
ま
と
め
、
当
局
へ
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
。

グループごとに要求づくり（写真下）、要求書の趣旨説明を行った
　

県
本
部
は
６
月
19
日
に
２
０

２
６
労
働
安
全
衛
生
集
会
を
共

済
会
館
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
で
開
催

す
る
。
健
康
に
働
き
続
け
る
た

め
に
は
、
職
場
の
安
全
衛
生
が

大
切
な
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ

の
最
低
条
件
を
定
め
る
労
働
基

準
法
を
改
悪
す
る
動
き
が
あ
る
。

　

集
会
で
は
、
労
働
基
準
法
を

め
ぐ
る
状
況
を
改
め
て
学
習
す

る
。

　

組
合
執
行
委
員
、
労
働
側
安

全
衛
生
委
員
の
積
極
的
な
参
加

を
要
請
す
る
。

日
時　

６
月
19
日
（
金
）
14
時

　
　
　

開
会

場
所　

共
済
会
館

内
容　

学
習
会
「
労
働
基
準
法

　
　
　

改
正
に
つ
い
て
」

　
　
　

グ
ル
ー
プ
交
流

　

県
本
部
は
、社
会
貢
献
活
動
、

青
少
年
健
全
育
成
へ
の
寄
与
を

目
的
に
兵
庫
県
軟
式
野
球
連
盟

と
連
携
し
、「
第
13
回
自
治
労

カ
ッ
プ
全
日
本
少
年
野
球
大

会
兵
庫
県
予
選
会
」
な
ら
び

「
第
12
回
自
治
労
カ
ッ
プ
学

童
軟
式
野
球
大
会
」
に
協
賛

し
て
い
る
。
単
組
・
野
球
部

か
ら
も
多
く
の
協
賛
を
い
た

だ
い
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
尾
西
亮
太

郎
委
員
長
が
、
優
勝
チ
ー
ム

に
メ
ダ
ル
を
渡
し
た
。

尾
西
委
員
長
が
メ
ダ
ル
を
贈
呈

＜自治労カップ協賛単組一覧＞
兵庫県職員労働組合／神戸市職員労働組合／神戸市従業
員労働組合／神戸交通労働組合／神戸農政公社労働組合
／尼崎市職員労働組合／西宮市水道労働組合／市立伊丹
病院労働組合／猪名川町職員組合／三田市職員労働組合
／淡路市職員労働組合／洲本市職員労働組合／南あわじ
市職員労働組合／明石市職員労働組合／小野市職員組合
／西脇市労働組合連合／加東市労働組合連合／加西市職
員組合／姫路市職員組合／姫路市水道労働組合／たつの
市職員組合／宍粟市職員労働組合／相生市職員労働組合
連合会／赤穂市自治団体労働組合連合会／播磨町職員組
合／神河町役場野球部／市川町職員組合／佐用町職員組
合／上郡町職員組合／豊岡市職員労働組合／公立豊岡病
院組合労働組合／公立八鹿病院職員組合／丹波市職員労
働組合／丹波市役所野球部／丹波篠山市職員労働組合／
自治労兵庫県本部直属支部／稲美町野球部（稲美町職）
／市町村職員共済組合／但馬丹波ブロック／播磨ブロッ
ク／阪神淡路ブロック／自治労共済兵庫県支部／明治安
田生命／労福協／兵庫労働者福祉基金協会

労
基
法
め
ぐ
る

状
況
を
学
習

６
月
19
日
労
安
集
会

学生に職場の魅力伝える
水道・下水道
集 会 技術職の確保 実践持ちよる

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

自
治
労
カ
ッ
プ 

多
く
の
単
組
が
協
賛

職場実態から要求づくり
労働学校・基礎編 グループワーク

運
動
す
る
た
め
に
は
学
習
が
大
切
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障
害
労
働
者
評
議
会
は
、
自
治

体
や
関
連
職
場
で
働
く
障
害
者
の

雇
用
促
進
を
は
じ
め
、
職
員
が
働

く
職
場
の
課
題
解
決
と
障
害
者
が

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
多
様

な
問
題
に
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な

い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

毎
年
９
月
に
自
治
体
に
働
く
障

害
労
働
者
の
つ
ど
い
（
総
会
）
を

開
催
し
、
兵
庫
県
下
の
自
治
体
で

働
く
障
害
者
職
員
が
中
心
に
集
ま

り
、
取
り
組
み
情
報
の
共
有
や
参

加
者
交
流
を
行
い
、
１
年
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。

　

大
き
な
活
動
と
し
て
、
毎
年
兵

庫
労
働
局
に
対
し
「
障
害
者
雇
用

の
推
進
に
む
け
た
要
求
書
」
を
提

出
し
、
自
治
体
な
ど
で
働
く
障
害

を
持
つ
職
員
が
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
様
々
な
障
害
特

性
に
応
じ
た
合
理
的
配
慮
の
提
供

を
求
め
交
渉
し
て
い
る
。
今
年
度

は
、
障
害
者
の
雇
用
促
進
や
相
談

窓
口
の
設
置
、
精
神
障
害
者
の
１

年
以
内
の
離
職
率
が
高
い
問
題
か

ら
職
員
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ー
の
充

実
を
強
調
し
要
求
し
た
。
ま
た
、

兵
庫
県
本
部
の
取
り
組
み
で
あ
る

平
和
・
人
権
・
環
境
を
考
え
る
集
い

や
自
治
労
本
部
主
催
の
障
労
連
全

国
集
会
、
共
闘
団
体
の
、
障
害
者

問
題
を
考
え
る
兵
庫
県
連
絡
会
議

主
催
の
集
会
な
ど
に
積
極
的
に
参

加
し
情
報
共
有
を
は
か
っ
て

い
る
。

　

障
害
を
持
つ
方
々
に
は

様
々
な
悩
み
や
苦
労
が
あ

り
、
困
っ
て
い
る
方
々
も
多

く
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ど

ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
構
わ

な
い
の
で
、
ぜ
ひ
評
議
会
ま

で
ご
相
談
を
。
問
題
解
決
に

向
け
て
で
き
る
だ
け
の
協
力

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

兵庫労働局への申し入れの様子

評議会の●活●動●紹●介
障 労 評 誰ひとり取り残さない職場を

　

今
回
は
宝
塚
市
職
労
の
江
田
将

大
書
記
次
長
に
話
を
伺
っ
た
。

■
組
織
強
化
・
活
性
化
の
取
り
組

み
は
？

　

宝
塚
市
職
労
（
市
職
労
）
で
は
、

若
手
職
員
の
組
合
加
入
を
促
進
す

る
た
め
、
新
規
採
用
者
を
対
象
と

し
た
組
合
お
試
し
期
間
、「
じ
ち

ろ
う
共
済
」
の
加
入
サ
ポ
ー
ト
、

交
流
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
の

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　

全
組
合
員
の
交
流
を
目
的
と
し

た
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
の
集
ま
り
や
ク

リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
し
て
お
り
、
様
々
な
世
代
の

組
合
員
が
交
流
を
深
め
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
、
阪
神
公
営
競
走
労

組
や
尼
崎
競
艇
労
組
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
園

田
競
馬
や
尼
崎
ボ
ー
ト

ツ
ア
ー
も
開
催
し
、
多

く
の
組
合
員
に
参
加
い

た
だ
い
た
。
今
後
も
組

合
員
の
団
結
の
た
め
に

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
、
単
組
の
活
性
化

に
繋
げ
た
い
。

■
自
慢
で
き
る
取
り
組

み
は
？

　

昨
年
の
賃
金
確
定
闘

争
に
お
い
て
、
孫
休
暇

制
度
や
が
ん
治
療
通
院
休
暇
を
含

め
た
休
暇
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

交
渉
し
、
休
暇
制
度
に
関
す
る
全

て
の
要
求
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
団
体
交
渉
は
当
局
と
意
見

が
衝
突
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
市

職
労
は
丁
寧
な
協
議
を
行
う
こ
と

で
、
大
き
く
衝
突
す
る
こ
と
な
く

交
渉
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
勝
ち
取
っ
た
勤
務
条

件
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
当
局
と
の

関
係
性
に
つ
い
て
も
市
職
労
が
自

慢
で
き
る
こ
と
の
一
つ
だ
と
思

う
。

■
お
勧
め
の
グ
ル
メ
を
紹
介
し
て

下
さ
い
？

　

逆
瀬
川
駅
近
く
の
落
合
食
堂
が

お
勧
め
。

宝 

塚 

市 

職 

労

組合４役と森市長（写真中央）の意見交換

し
て
し
ま
う
と
～
」
の
演
題
で

龍
谷
大
学
法
学
部
の
金
尚
均
教

授
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ

れ
、
差
別
・
排
除
事
象
の
起
こ

る
仕
組
み
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
の
関

係
な
ど
と
あ
わ
せ
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
、
講
演
後
は
活
発
な

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

降
普
遍
的
価
値
観
と
し
て
人
権

尊
重
を
進
め
て
き
た
世
界
の
歩

み
を
否
定
す
る
よ
う
な
ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
の
政
策
決
定
に
、

私
た
ち
は
改
め
て
政
府
に
平
和

外
交
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た

す
よ
う
求
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
、
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

議
事
で
は
役
員
選
出
、
基
調

報
告
、
活
動
方
針
、
決
算
報

告
、
予
算
の
報
告
と
提
案
が
行

わ
れ
、
全
て
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、「
共
生
と
排
外
主

義
～
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
放
置

　

４
月
19
日
、人
権
教
育
ひ
ょ
う

ご
第
29
回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
森
戸
卓
也
代
表
委
員

が
、
相
次
い
だ
三
陸
沖
地
震
、

大
槌
町
林
野
火
災
等
災
害
に
触

れ
１
・
17
を
忘
れ
ず
改
め
て
原

点
に
立
ち
返
っ
て
取
り
組
む
こ

と
、
ま
た
差
別
解
消
３
法
の
施

行
10
年
を
迎
え
る
が
、
差
別
動

画
の
投
稿
・
放
置
等
の
課
題
に

つ
い
て
実
効
性
あ
る
も
の
に
す

る
た
め
引
き
続
き
法
整
備
を
求

め
て
い
く
こ
と
、
世
界
情
勢
に

お
い
て
は
、
世
界
人
権
宣
言
以

総会後、ヘイトスピーチについて学習会を行った

人権教育ひょうご総会

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
差
別

関
係
性
を
金
教
授
が
講
演

世代を超えた交流づくり
休暇制度の拡充も


